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＜連絡事項＞


＜入室状況＞
【入院】
・松橋　米子様～東病棟Cユニット6号室へ医療保護入院となる。

【転出】
・大山　広美様～東病棟Aユニット13号室➝西病棟Bユニット

【ユニット移動】
・丹内　栄子様～東病棟Cユニット6号室→東病棟合併症室（電カル上）
・長岡　明美様～東病棟合併症室→東病棟Bユニット1号室（電カル上）




＜患者様連絡事項＞
・


＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察実施。開放中は自室から出る事無く経過。脱衣・不潔行為無く過ごされている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。妄想様言動あるも易怒性・多飲水無く経過している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。午前午後2時間ずつの開放観察実施。開放中はホールで過ごされ、衝動行為・不満の訴え無く経過している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・庭田　久美子様～終日隔離中。9：20不安の訴えあり不安時ロラゼパム（0.5）1Tを服用する。頻回な訴えあり都度対応している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

[bookmark: _GoBack]・奈良　治隆様～身体拘束中。上肢の拘束を解除し、食事は各食全量摂取。再拘束に拒否無し。バイタルサイン異常無し。胸部痛無し。拘束部位に循環障害・皮膚トラブル無し。静穏に経過している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。


＜入院患者様情報＞
日　　時：令和7年1月1日　10：25
　氏　　名：松橋　米子（まつはし　よねこ）様
　生年月日：昭和8年3月7日　91歳
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　診 察 医：今川Dr
　入院形態：医療保護
　病　　棟：東病棟Ｃユニット6号室

　＜経過＞
長男夫婦等との7人暮らし。物忘れの症状は年相応にあったが、令和6年6月下旬より不定愁訴・活気のなさが目立つようになり かかりつけ医の鈴木内科にて薬物療法開始。 同年9月18日同院紹介により当院の認知症疾患医療センターへ相談あり鑑別診断の上、治療継続となっていた。同年12月19日行動心理症状（気分の落込み・希死念慮）悪化に伴い当院臨時受診しており薬剤調整（レキサルティ追加処方）していたが、同月31日には振戦・嘔吐など身体症状の出現あり。今回同居者不在の際に行動化しないか心配なため、当院への受診・入院加療の希望あり。精神保健指定医今川Dr診察の結果、認知症の症状により病状および入院治療の必要性についての理解が困難なため、家族（長男）同意の下上記時間に医療保護入院となる。

